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歴史解釈を発展させる歴史学習の構造
－ドイツ歴史教科書“ＡＮＮＯ” 1994年版と2006年版の比較分析をもとに－
The Structure of History Study to Develop the Interpretation of History:The Case of German History Textbook “ＡＮＮＯ” in1994 and 2006
１。研究の目的
本稿の目的は, 1990年代と2000年代の新旧の歴
史教科書の比較分析を通して
，ドイツ歴史学習
の変革を捉え，近年の歴史学習の原理を解明する
ことである。
ドイツでも歴史学習の変革が叫ばれて久しい
。
しかしその実現は難しく
，遅々として進まなの
が現状である
。 Ｋ． ベルクマンによると匚子ども
は
，時代順に沿った歴史学習の中で，現在の成立
や過去における現在の根拠を認識することが可能
な歴史的概観が伝達されるべきである｣(1)と考
えられてきた
。統的な歴史学習は，①通史的構
成
，②歴史の概観，③知識の伝達，のうえに立っ
て
，④現在の成立，現在の歴史的起源や根拠など
の認識をするものだとされてきた
。これらのうち，
伝統的なものは
，①②③であり，通史的構成で，
歴史の概観を知識として
，伝達することを中核に
してきた
。それを主に体現してきたのが，教科書
であり，それに基づいた授業であった。
しかし
，この歴史学習観は1990年代に批判にさ
らされることになる
。 1990年代のＢ．　Ｖ．　ボリー
スの大規模な子どもへのアンケート調査によると，
歴史授業は
，教科書に基づいた教師による教授が
中心であるが
，特に子どもは教科書に基づいた学
習に魅力を感じておらず
，結果として歴史科離れ
が進んでいるという現状が明らかとなった
。(2)ド
イツでは伝統的な歴史学習観が子どもの歴史科離
れを招いていることが判明し
，歴史学習を変革す
ることが急務として認識されている。それでは，ドイツでは歴史学習をどのように変
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革しようとしているのであろうか
。この課題には，
歴史教科書の変革が適した事例を提供するもので
あろう
。それも最も伝統的な歴史学習観を持って
いる中等前期課程のギムナジウム用教科書が最適
であろう
。というも，ペルクマンの示した４つ
の要素を堅持し続けてきたのが
，ギムナジウム用
歴史教科書だからである
。本稿では，その歴史教
科書として
，ヴェスターマン社の“ＡＮＮＯ”を
取り上げ
，その旧版（3）（以下, 1994年版とする）
と新版（4）（以下, 2006年版とする）を比較することで，ドイツの歴史学習の変革を捉えたい。
“ＡＮＮＯ”ぱHi s t o r i a”と並んで
，
保守的な歴史教科書とされており（5）
，その旧版
はドイツの伝統的な歴史学習を如実に反映してい
ると考えられる
。それが新版になるとどのような
歴史学習へ変革されたか比較分析すればドイツの
歴史学習の変革を明らかにできると考え，分析対
象として選択した。
以下では
，まず1994年版と2006年版の内容構成
を分析し
，ドイツの歴史学習の変革を捉える。さ
らにそうした変革を生み出した近年の歴史学習の背景と原理を解明することをめざす。
2｡1994年版と2006年版の内容構成
(1)1994年版と2006年版の全体構成の比較
1994年版と2006年版の全体構成を示しだのが
，
表１である。表１の網掛け部分が1994年版から変化した箇所である。
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表1  . 1994 年版と2006 年版の全体構成
1994年 版
2006年版単元名
主要単元 特設 単元
爽
歴史 との辿 遇(8) 歴史の導入(3) 方法(I)
先史 時代(4) 古代の人間の痕跡(4) 方法(3)
探求(2)
犬 神話からの歴史(6) TT卜 二二
初期の高度文明(3) 古代エ ジプト の歴史か ら
(4)
探求(2)
方法(1)
ギリシア(6) ギリ シア人(9) 方法(2)
探求(2)
ローマ帝国(5) ロ ーマ帝国(10) 方法(4)
探求(2)
ローマの継承(5) 古代 の遺産(3)
古代 と中世 の間(2)
缶
中世の支配 と教会
(6)
ヨ ーロ ッパ 中世 の歴史 か
ら(5)
方法(2)
中世 の人間(7) 中世 の生活形式（10） 探求(2)
方 法(2)
縦 断面(2)
中世末期のヨーロッ
パ(4)
中世 の信仰 と支配（8） 縦 断面(2)
探 求(4)
方 法(1)
大変革 の時代(4) 新しい世界 の出発（11） 探求(4)
方 法(l)
縦 断面(1)
宗教改革 とその経
過(3)
宗教論争の中のヨー
ロ ッパ（3）
近
世
ヨーロ ッパの絶対
主義(5)
絶対主義 と啓蒙主 義（ﾌ） 探求(2)
方法(1)
縦断面(1)
イギリスとＵＳＡの
興隆(5)
市 民 革 命 と そ の 結 果
(11)
縱断面(2)
探求(1)
方法(2)
変革の中のヨーロッ
パ(3)
ヨーロッパの復古と革命
(5)
探求(1)
復古と革命(4)
産業 革命(6) 産業化（7） 縦断面(1)
近
現
代
ドイツ帝国(6) ドイツ帝国（5） 方法(1)
探求(3)
帝国主義の時代(6) 帝国主義と第一次世界大
戦(8)
方法(!)
探求(3)
第一 次世界大戦 と
その経過(6)
ワイマ ール共和国（12） 方法(3)
世界強国の誕牟(2) 国家社会主義 と第二次世
界大戦(15)
方法(1)
探求(I)
縦 断面(1)
民主主義 と独裁 の
はざまで(3)
第二次世界大戦 と
その経過(7)
東西冷戦(4) 1945年以後 のドイツ（7） 方法(1)
変革 の中の世界(5) 東西摩 擦の象徴の中の世
界(11)
探求(1)
ドイ ツ一分 裂から再統合
まで（12）
方 法(3)
縦断面(1)
未来のない惑星か？
(3)
実際の世界政策の問題領
域（ﾌ）
方法(1)
※ （　）内の数字は，小単元数を示す
(1994年版, 2006 年版目次より，筆者作成）
両版の単元を概観すると単元名や単元区分に若
干の違いはあるにせよ，どちらも時代順のオーソ
-
ドックスな通史的構成で，歴史的な概観が把握で
きるものとなっていることが共通点として挙げら
れる。それに対し相違点として，まず2006 年版に
匚神話からの歴史」 という新たな単元 が追加され
ている点が挙げられる。 1994年版では歴史的知識
とされていなかった史実に基づかないオシリスや
ヘラクレスといった神話も歴史学習の内容となっ
たことを示している。最も大きな相違点は, 2006
年版での特設単元の設定である。ほぼ全単元に方
法・探求・縦断面という特設単元が挿入されてい
る。 匚方法」単元では，文献史料・絵画資料・図
表・歴史地図など歴史学習において活用される学
習方法を取り上げ，子どもがその活用方法を習得
し，歴史解釈を形成するために，適した資史料を
選択し， どのように吟味・検証すればよいかを考
察するために組織してい る。匚探求」単元は，そ
の時代を象徴する歴史事象を取り上げ，資史料を
活用した時代内での横断的な学習をめざしている。
匚縦断面］単元は，歴史地図と現在の地図などの
資史料を活用しながらの歴史事象の過去と現在の
比較による縦断的な学習をめざしている。匚探求」
単元と 匚縦断面」単元はテーマを設定し，子ども
自身が資史料を基にテーマに関わる問題を探求す
る。特設単元の設定は，歴史学習がそれまでの歴
史的知識の学習内容の重視から，主要単元での学
習内容に加え，学習方法への焦点化へと変化して
いることを示している。
それでは，学習方法 に焦点化したことが歴史学
習をどのように変革したのであろうか。単元 匚ロー
マ帝国」を事例に，両版の項目構成と学習展開を
比較することで検証する。単元 匚ローマ帝国」を
選択したのは，下学年 の単元の方が学習がシンプ
ルであるため歴史学習の特質を明らかにでき，そ
の下学年の単元の中でも，単元 匚ローマ帝国」 は
多 くの特設単元が組み込まれているからである。
(2)1994年版と2006年版の学習展開･
①1994年版の学習展開
1994年版の単元「ローマ帝国」の構成は以下の
ようになっている。
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表2.  1994 年版の単元 厂ローマ帝国」の全体構成
単元「 ローマ帝 国」
小単元名 項 目 領域 学習内容
テペレ川 か
ら世 界帝 国
・ロ ーマ の起源
・ローマは勢力範囲を拡大する
・初期 の都市 と社 会
政治
経済
社会
ロ ーマ帝国
の拡大過程
危機 から再
編 へ
・社会危機
・貴族支配 の危機
政治
経済
社会
ロ ーマー世
界 の首 都
・道路，広場，建造物
・都市 の労 働と住居
・奴隷は人 間か ？
・ロ ーマ のある １日
・自由な時間 と討論
社会
文化
ロ ーマの生
活状況
属州 の生 活 ・世界はロ ーマで ある
・富 の防備
・ロ ーマ人 のケル ン
社会 ロ ーマ化 の
影響
ロ ーマ人 が
キ リスト教
徒 にな った
・多様な宗教
・キリ スト教 の拡大
・キリスト教 の勝利
文化 キリスト教
の普及
(1994年版より筆者作成)
1994年版の単元 匚ローマ帝国」は，ローマ帝国
の拡大過程・ローマの生活状況，ローマ化の影響
とキリスト教の普及からなっている。まずローマ
帝国の拡大過程を学習することで，歴史的な概観
を掴ませるために大きな歴史の流れに関連づけ，
次に社会史の成果であるローマの生活状況，ロー
マ帝国がヨーロッパに果たした現代的意義として
のローマ化とキリスト教について学習する。全体
として政治・経済・社会・文化といった全領域を
網羅する歴史的知識を伝達し，獲得できるように
構成している。
各項目は，本文と資史料と課題からなっている。
本文は，歴史の内容を時代順に示し， それを読め
ば，歴史を概観し大きな流れを把握できるように
なっており，本文は伝統的な歴史教科書が持って
いる読み物の部分を継承している。 1994年版では，
本文 に続き，資史料と課題を示して，本文と結び
つけて，子どもが一部考えることができるように
変革しているといえるだろう。
2006 年版との比較の都合上，小単元 匚テベレ川
から世界帝国へ」の 匚ローマは勢力範囲を拡大す
る丁6）を分析項目として選択す る。想定される
学習展開を示 しだのが表３である。
表３．項目 厂ローマは勢力範囲を拡大する」の学習展開
発問 資史料 獲得させる知識・技能 学習 の意図
導入 Ｑ １． ローマ
の勢力 範囲は
どのように変
化しているか?
教科書
歴史地
図
紀元 前264年までの勢力 範囲
第一 次ポエニ戦争後 の勢力範囲
紀元前218年 までの勢力 範囲
歴史 地図の読解
から， 全体を貫
く問いの設定
ＭＱの形
成
展 開Ｉ
村か ら都市
へ
Ｍ Ｑ．ロ ーマ
帝国 はどのよ
う に支配を 拡
大し たか？
教科書
本文
紀元前753 年の小 さな村 が紀元前500 年 頃には商業 都市 として 発展
した
教科書本文 の読
解から， 拡大過
程の把握
学習内容
の習得
展開ｎ
イタリ アの
征服
教 科書
本文
紀元前 ４世紀には地中海地域へ勢力範囲を拡大し た
エ トルリア人 の都市ヴェジの征服
紀元前272年 には全イタリアの征服
征服過 程での近隣国との同盟関係
展開Ⅲ
カルタゴ の
征服
教 科書
本文
第一 次 ポエ ニ戦争 （紀元 前264～241年 ） 後の シチリア・ サルデ ィ
ニ ア・ コルシカの属州化
第二 次 ポエ ニ戦争 （紀元 前218～201年 ） 中のカ ンナエ の戦 いで の
敗 北， ザマの戦 いでの勝利による世界帝国へ の発展
展開IV
文献史料 の
読解
課題1. リウィ
ウ スはハ ンニ
バルを どう 表
現しているか?
教科書
史料
リウィ ウスはハ ンニ バルを 優れ た軍 人と するが， 一方で野 蛮で信
仰心 のな い冷 酷な人 物として表現している
文献史料 の客観
性や信憑性を疑
う批判的読解
学習方 法
の習 得
終結 課 題2. 世 界
帝国への過程
はど のような
段階 になって
いるか ？
教科書
本文
こ れまで の学習を まとめる． 本項目 の学習 の
総括
学習 内容
の整理
(1994年版S.128～129 を もとに筆者作成)
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本項目に基づいた歴史授業 がどのように行われ
るのかは，明確な指示 がないため不明である。特
に前半は本文記述だけが示され，歴史の伝達を行
うことを目的に構成されている。手がかりとなる
のは，教科書に提示されている課題１と課題２，
特に課題２ 匚世界帝国への過程はどのような段階
になっているか」である。この課題が学習の総括
となっていることから，本項目は，ローマの世界
帝国への拡大過程の把握が学習の中心になると考
えられる。そこで，網掛けの箇所を筆者が補足し，
学習展開とした。教科書本文に記述されたローマ
の拡大過程に関する歴史的知識を習得する。この
歴史的知識を獲得した後に，子どもは教科書に提
示された課題に取り組む。課題１は，ローマ人 の
立場に立つリウィウスの文献史料が，ハンニバル
を酷評していることを読 み取らせ，史料を批判的
に読解する学習方法に関わる能力を育成する。課
題１を考察する展開IV と，それまでの展開Ｉ～Ⅲ
との連続性はみられず，学習内容と学習方法の習
得は分離し，個別に習得する。課題 ２は，これま
でで習得した学習内容を整理し，定着を図るため
の総括的な課題である。
1994年版の項目構成と学習展開をまとめ，その
特質を明らかにしよう。本項目は，学習展開を明
らかにすることが困難であった。それは，本項目
の前半は，本文記述からなり，勢力範囲の変化と
その拡大から支配の拡大，ひいては世界帝国への
拡大を読解する読み物的な構成になっており，発
問も子どもの活動もみられず，歴史的知識を提供
し伝達するものとなっているからである。後半で
は，文献史料を批判的に読解する学習方法を一部
取り入 れて解釈学習的要素を補足する展開IV が追
加されている。本項 目以外の他の項目も同様の歴
史的知識を提供する教科書記述となっており，歴
史的知識を伝達することを目的とし，教科書本文
を読み物的に読解することで歴史的知識を習得さ
せる歴史学習を基本としている。 1994年版は， ま
さにベルクマンのいう①時代順に通史的に構成し，
②歴史的概観を知識として，③伝達するドイツの
伝統的な歴史学習を示した歴史教科書であった。
これでは子どもが歴史に自主的に取り組むことが
できず，歴史教科書が魅力のないのは当然であり，
-
歴史教科書に基づく歴史学習が歴史科離れを生ん
だこともうなずけよう。
②2006年版の学習展開
それでは2006 年版になると， どのような歴史学
習に変革しているのであろうか。 2006年版の単元
構成の大枠は先述したように, 1994 年版と大きく
変化したわけではない。では何か変わったのであ
ろうか。先に示した 匚ローマ帝国」をここでも事
例にして，変革を見てみよう。
2006 年版の単元「‾ローマ帝国」の全体構成は表
４のようになる。
表４．単元「ローマ帝国」の全体構成
小単元
主要 ローマは１日にしてならず
主要 誰が共和政期のローマを支配したか
主要 村から世界帝国へ
特設 方法：歴史地図で探求する
主要 崩壊寸前
特設 方法：文献史料に親しむ
主要 アウグストゥスの時代
特設 方法：現物資料に親しむ
主要 ローマ帝国の生活
特設 方法：インターネットに親しむ
主要 属州の生活
主要 ローマ系ゲルマン人
特設 探求：古代の文字
特設 探求：探検的考古学
主要 キリスト教は国家宗教である
主要 ローマ帝国は没落する
(2006 年版より筆者作成)
注目したいのは，主要小単元間に挿入されてい
る特設小単元である。匚方法」 単元は，その前主
要小単元の学習とセットになっている。（「‾探求」
単元は独立単元である。）例えば 匚村から世界帝
国へ丁7）は， ローマの世界帝国への拡大を扱う
が， 次の特設小単 元 匚方法:歴史地 図で探求す
る丁8）では， 歴史地図でこのロ ーマの拡大を空
間的に把握させる。匚崩壊寸前回 ）は， グラック
ス兄弟の改革の失敗や元老院内の権力闘争など共
和政の崩壊期を扱うが，次の特設小単元 匚方法：
文献史料 に親しむ］（lO）では，文献史料からこの
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グラックス兄弟の改革の意図を読み取らせる。
主要小単元に共通するのは，本文→資史料→課
題という内容構成である。 1994年版とは異なり，
本文だけが独立して，歴史の知識を提供し，伝達
することをしない。本文を必ず資史料や課題と結
びつけ，課題を本文に沿って子どもが探求するも
のとなっている。単元 厂ローマ帝国」全体の学習
展開を示すことは紙面の制約上難しいので, 2006
年版の歴史学習の特質をより明確に示すと思われ
る主要小単元 匚村から世界帝国へ」と特設小単元
匚方法：歴史地図で探求する」のセットを取り上
げる。特設小単元 匚歴史地図で探求する」は見開
き２頁で，先頁の上段には現在のヨーロッパの地
勢図，下段にはローマ帝国の拡大を示す歴史地図
という２つの地図が，後頁 には２つの地図の概括
的説明と課題が示されている。主要小単元 匚村か
ら世界帝国へ」 と同様に，課題を本文に沿って探
求する学習過程となっている。また, 2006 年版に
はワークブ ックがあり（11）， この特設小単元 の学
習を子どもが自主的に行うための活動が設定され
ている。それも含めて本小単元と特設小単元の学
習展開を示しだのが表５である。
表５．主要小単元「村から世界帝国へ」特設小単元「方法：歴史地図で探求する」の学習展開
発問 資史料 獲得させる知識・技能 学習の意図
導入
沓
雀
一兀
¬鷲
岳
禀
買
ローマの支配拡大過程 はどのよ
うになっているか ？
mq.  r な ぜロ ーマ帝 国は支配
を拡大できた のか ？」
教 科書本文 ・ 近隣との防衛戦争から， ギリ シア のピ ュ
ロ ス王 との戦争に勝利し， イタリアを統一
する。
・三次 にわたるポェ ニ戦争で，カルタゴを
滅 ぼし て西地 中海の覇権を握 る。
・地 中海東方 での戦争の勝利で地中海世界
を形成 する。
教科書本文 の読解から，
小単元を貫 く問 いの設
定
Ｍ Ｑの
形 成
展
開
Ｉ
課
題
の
探
求
過
程
バa) キ ケロが ロ ーマ の拡 大 と
して挙げた理由を調べなさい。
その際にローマの成立 について
のあなたの知識を活用しなさい。
(b) な ぜキ ケロ は彼 の描写 で対
話形式 を選択したのか ？
史料 ６キヶ
口 の『国家
論』
(a)ロ ーマ人 の政治的 優秀性
(b)ロ ーマ人 の支配の正 当性を示すた め
文献史料 の読解 による
キケロの俔 收からのロー
マ の支配拡大理 由の考
察
歴崙
誓
§1
殼
歴
史
解
釈Ｉ
の
形
成
2(a) 硬貨 の図案 か らロ ーマ人
がどのような自己理解をしてい
たかが読み取れるか ？
(b) 最高 軍司令 官パ ウル スの名
前 はどこに見えるか ？
資料 ９ロ ー
マ共和政期
の硬貨
(a)ロ ーマ人 の軍事的優秀性
(b) 全体を支 えるよ う硬貨 の下 に記 した名
前 はロ ーマ人 の戦争 の正当 化を示 す。
現物資料 の読解 による
ロ ーマ人 の視点か らの
ロ ーマ の支配拡大理由
の考察
3 (a)ロ ーマ拡 大につ いて の ポ
リュビオスの根拠を整理しなさ
い。
(b) あな たはそ の根拠 に同 意す
るか？あなたの判断を根拠づけ
な さい。
史料 ７・ ８
ポリ ュビ オ
スの『歴史』
(a)政治 的優秀 性・軍事 的優秀 性・ロ ーマ
人 の倫理性
(b)歴 史解釈 の吟味・ 検証 によるロ ーマの
支配拡大 について の歴史 解釈の形 成
文献史料 の読解 による
(a) ポリ ュビ オ スの視
点か らのロ ーマ の支配
拡大理由の考察
(b) ポリ ュビ オ スの史
料に依拠した子 ども自
身の歴史解釈の形成
4(a) ポリ ュビ オス はカル タゴ
の全滅を どのように描写してい
るか？
(b) ポリ ュビ オスは記 述 の中で
ロ ーマ の政策 につ いてどのよう
な判断を述 べて いるか？
丈密卜8ポリュ
ビ オ ス の
『歴史』
(a)ローマ人のカルタゴ大へ の残虐行為
(b) ロ ーマ人 の支配 欲
文献史料の読解 による
課題３で探求したポリュ
ビオスの同一史料内で
の矛盾した叙述の把握 歴
史
解
釈
の
根
拠
の
反
証
５カ ンナエ の戦 いにつ いてのリ
ウィウスの記述 と教科書の記述
とを比較 しな さい。
(a)そ れぞ れど の段階 に重点 を
置いてい るか ？
(b) それぞ れの記 述で戦 争 はど
う描写さ れて いるか？記述 の中
の根拠を探しな さい。
史 料10(a)
リウィウ ス
『 ロ ー マ 建
国以来 の歴
史 』
10(b)1925
年 当時の歴
史 教科書
(a)戦 いの翌 日の状況と戦闘の状況
(b) カルタゴ人のロ ーマ大 への残 虐行 為と，
カルタゴ人の軍事的優秀性
文献史料の読解による
カンナエの戦いにおけ
るカルタゴ人の残虐性
の把握
カンナエの戦いにおけ
るカルタゴ人の軍事的
優秀性の把握
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特
設
小
単
一兀
¬
方
法
●●歴
史
地
図
で
探
求
す
るし
1(a) 地 勢図 と比較 して， 歴史
地図は何を表現してい るか？
(b) な ぜ歴史 地図 の読 み取り に
おいて， 地理的地図で 補足 する
ことか重要なのか ？
資料 １現 在
のヨーロ ッ
パ の地勢 図
資料 ２ロ ー
マ帝国拡 大
を示 す歴史
地図
(a)ロ ーマ帝国 の拡大 という政治的状況
(b) 地理的状 況 と結 びつけ， 歴史 的に意義
ある情報を 取り出すため。
地図 の読解 による地 理
的視点 からのロ ーマ帝
国拡大理 由の考 察
歴
史
解
釈
の
根
拠
の
比
較
反
証
歴
史
解
釈
皿
の
形
成
2(a) ロ ーマ帝 国 はど のくらい
拡大したのか ？どの時点で どの
属州を征服したか ？
資料 ２ (a) ワー クブ ッ ク白地 図 の５段階で の拡大
過程 の色分けでの確認と，地図への属州名
の記 入
(a)地 図 の読 解 によ る
地理的視点 からのロ ー
マ帝国拡大理 由の考 察
(b) そ うし た大帝 国に拡 大す る
ため にどのような軍事的・政治
的前提条件を作り 出し たのか？
ワークブ ッ
クS.24ロ ー
マ帝 国白地
図
（b）地理的条 件（ 山脈・川 など） や辺 境防
壁施 設の配置から軍事的・政治的条件を考
察する能力
(b) ロ ーマ帝 国 拡大 に
ついて の歴史 解釈の再
形成
3(a) 今 日 のどんな 国家 がロ ー
マ帝国に扁してい るか ？
(b) それ らの国家で はロマ ン語，
ゲルマ ン語，そ の他 の言語 が話
されるか ？
資料 １
資料 ２
ワークブ ッ
クS.24ロ ー
マ帝 国白地
図
(a)資 料１・ ２と， 現在 のヨーロ ッパ の地
図を 比較して回答を導く能力
(b) 百科事 典な どの調査 により回 答を導 く
能力
地図読解 による教科書
以外 の資料で の調査活
動→ 自主 的活動の導入
ヨ ーロ ッパのローマ化
やロ ーマ帝国 の今日的
意義 の把 握→ 次単元 の
導入
終
結
Ｍ Ｑ．「 なぜロ ーマ帝 国は支 配
を拡大でき たのか ？」
子 ども自身
が選択した
資史 料
選択する歴史解釈の根拠を自 らの視点 から
再度補強する。
歴史解釈の
根拠の再補強 歴史 解釈
Ⅲ の形成
(2006年版S.152～159 をもとに筆者作成)
表５より読み取れる2006年版の歴史学習の構造
が図１である。主要小単元「村から世界帝国へ」
展
開
Ｉ
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図1  . 2006 年版の歴史学習の構造（筆者作成）
である展開Ｉのうち，１～３までは歴史解釈の形
成過程である。キケロ『国家論』や硬貨，ポリュ
ビオスの『歴史』といった資史料の読解より 匚な
ぜローマが支配を拡大することができたのか｣ と
いう問いに対する諸説とその根拠を導いている。
この説と根拠からなる歴史解釈は，歴史家の研究
と同様の資史料の読解で根拠づけられた科学性が
保証されたものである。
課題1  (a)では，キケロ『国家論』の読解を通
して，ローマ大の政治的優秀性説とその根拠を，
1(b) では，当時の有力者に代弁させる対話形式
をとることで，ローマ人の倫理性説とその根拠を
読み取らせている。課題2( ａ)で，３人の戦争捕
虜を従える軍司令官ルキニウス・パウルスの軍事
的勝利を象徴する硬貨の図版に普遍化されたロー
マ人の自己理解の読解を通して，ローマ人の軍事
的優秀性説とその根拠を, 2  (b)では，硬貨の図
版にパウルスの名が軍事的勝利を支えるように下
に描かれていることから，ローマ人の倫理性説と
その根拠を読み取らせている。課題3( ａ)はポリュ
ビオス『歴史』の読解より，ローマ人の政治的優
秀性説，ローマ大の軍事的優秀性説，ローマ人の
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倫理性説という３つの説とその根拠を整理する課
題である
。以上の学習で形成された歴史解釈が，
次の課題3(b)により比較検証される
。
続く課題４・５は，各説の根拠を反証すること
を課題としている
。課題４では，ポリュビオスの
『歴史』からポエニ戦争でのカルタゴ大への残虐
行為から戦争におけるロ
マー大の倫理性を，さら
にアテネやスパルタのようにロ
マー大も支配欲に
より退廃しているとして支配におけるロ
マー人の
倫理性を疑問視する叙述を読み取ることで
，ロー
マ人の倫理性の根拠を反証するＯ課題５ではロ
ー
マが大敗したカンナエの戦いについてのリウィウ
スと1925年当時の歴史教科書の記述を比較する
。
前者は
，カンナエの戦いに大勝したカルタゴ人の
戦争の終結した翌日のさらなる残虐行為よりカル
タゴ人の残虐性を
，後者はハンニバルという
タゴ人の軍事的優秀性を読み取らせることで
，ロー
マ人の倫理性やロ
マー人の軍事的優秀性の根拠を
反証する
。課題４・５は，課題１～３で形成した
歴史解釈の根拠に対し批判的検討を行い
，その歴
史解釈の科学性をより高めるために設定されてい
る
。展開Ｉでは，歴史家が研究の際に行う解釈形
成・比較・反証といった活動を追体験し
，１段階
目の歴史解釈の形成がめざされる
。
展開Ｈでは
，展開Ｉとは異な視点から根拠づ
け
，それを踏まえて，３つの歴史解釈の根拠を比
較
・反証することで，歴史解釈の再形成がめざさ
れる
。展開Ｉにより形成された各歴史解釈の根拠
を空間的な視点から比較
・反証する過程である。
課題１では政治的状況を示す歴史地図と山脈や河
川といった地理的条件を示す地勢図を比較するこ
とで
，ローマが拡大可能であった根拠を地理的条
件から考察させ
，展開Ｉで形成した根拠の妥当性
を判断させる
。課題２では，この地理的条件にさ
らに辺境防壁施設の配置などの学習を踏まえて
，
ここでも展開Ｉで形成した根拠の妥当性を判断さ
せる同様の学習で比較
・反証するのである。さら
に課題３は
，教科書の資史料だけでは解決できな
い課題であり
，多様な資史料を活用して問いを探
求することを求めている。
終結は
，展開Ｈの再形成された歴史解釈からよ
り妥当と考える歴史解釈を判断・選択し，その歴
史解釈の根拠を
，子ども自身が選択した資史料を
活用して補強する過程である
。展開Ｈまでの学習
は
，すべて教科書やワークブックにより提示され
た資史料に基づく学習であった
。終結はさらにそ
の学習を進め
，今度は自らの視点で資史料を収集・
選択し
，それにより根拠を再補強することで，歴
史解釈をさらに発展させる
。終結では，独自の視
点から根拠づけた歴史解釈の再々形成がめざされ
る。
本小単元以外の小単元も課題を探求する同様な
学習展開となっており, 2006年版における小単元
の歴史学習は
，課題の探求の中での資史料の吟味・
検証という学習方法による歴史解釈の根拠づけが
学習の中心であり
，学習内容となっている歴史解
釈を繰り返し形成することで歴史解釈を発展させ
る歴史学習であることが分かった。
以上より2006年版は, 1994年版と通史的構成を
とっているという点では共通している
。しかし，
1994年版と異なり
，子どもが課題の探求により独
自の歴史解釈を行うことが可能となっている
。歴
史的知識を伝達する歴史学習から
，子どもが歴史
解釈を発展的に形成する歴史学習へと変革させて
いる
。子どもが歴史に自主的に取り組み，探求す
る楽しみを見出す歴史教科書に基づく歴史学習は
，
子どもの歴史科離れという歴史学習の課題を克服
するものになっている
。それでは，なぜ2006年版
は歴史学習を変革することが可能であったのか
。
この問いを解明するために
，次章は, 2006年版
の歴史学習の原理を考察したい。
3｡2006年版
の歴史学習原理
1994年版と2006年版は
，通史的な全体構成とい
う点では共通している
。 1994年版と2006年版で大
きく異なっているのは
，資史料と課題が歴史教科
書において果たす役割であろう
。 1994年版では学
習のほとんどが歴史的知識の伝達に終始する中で
，
資史料と課題は
，子どもに考える学習を提供する
ために提示される補足的な役割を果たすにすぎな
かった
。それに対し, 2006年版では資史料と課題
が1994年版と比較してかなり増大している
。これ
はなぜなのかを
，図１をもとに明らかにしたい。
図１の展開Ｉである歴史解釈Ｉの形成に関して
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は
，歴史家の研究の追体験であり，歴史家が実際
に自らの歴史解釈の根拠として活用した
一級の歴
史的資史料の吟味・検証が学習の中心となる。例
えば
，小単元匚村から世界帝国へ」で考察する
匚ローマがなぜ支配を拡大することができたのか？」
は
，すでにローマ共和政期の歴史家が取り組んだ
問いであった
。その代表が，前２世紀のギリシア
大政治家ポリュビオスである
。ローマが地中海世
界に覇権を拡大する厂共和政中期の研究において一次史料として存在する歴史書はポリュビオスの
『歴史』のみであり
，集中的に分析」（12）されてお
り
，多く歴史家が『歴史』に依拠している。キ
ケロの『国家論』は
，ローマ大がその支配や戦争
の正当性をどのように根拠づけようとしたかを考
察する際の重要な文献史料として活用されてきた
。
（13）　リウィウスは
，基本的にポリュビオス『歴史』
に依拠するが
，ポリュビオスの唱えるローマ人の
支配の正当性に対しては反証を行い，ポリュビオ
スの史料批判を行っている
。（14）そのため，吟味・
検証・反証に適した資史料であることを根拠とし
てキケロ・ポリュビオス・リウィウスの文献史料
が選択されているのである。
単元「‾ローマ帝国」の他の小単元をみても，小
単元匚アウグストゥスの時代」では，アウグストゥ
スの支配に対するアウグストゥス自身の叙述と夕
キトゥスの叙述を
，小単元「‾キリスト教は国家宗
教である
」では，コンスタンティヌス帝における
戦争の際のキリスト教が果たした意義に対する当
時の作家ラクタンツと現在の歴史家ブラントの叙
述を挙げ
，批判的に検証させており，小単元匚村
から世界帝国へ」と同様の根拠から資史料が選択
されていることが分かる。
歴史解釈Ｈの形成に関しては，歴史解釈Ｉで活
用したのとは異なる視点からの資史料が選択され
る
。歴史解釈Ⅲの形成に関しては，歴史解釈ｎを
吟味
・検証するために子ども自身の視点から自由
に資史料が収集・選択される。こうして多様な資
史料や歴史解釈を吟味・検証することで，歴史解
釈を発展する歴史学習となっている。この３段階にわたる歴史解釈の形成に関して，
資史料と課題が中心的役割を果たしていることが分かる。歴史解釈を発展的に形成させるという目
-
標のもと
，どのような課題に沿ってどのような資
史料を活用して探求させればよいかを想定した入
念な計画と意図に沿って資史料と課題は設定され
ているのである
。そのため, 2006年版では歴史解
釈の形成に適した資史料や課題が豊富に盛り込ま
れている
。こうして2006年版は，課題と資史料が
学習の中心となることで
，教師の伝達から子ども
の探求学習へと学習方法が大きく変革している
。
この学習方法の変革により
，結果と 学習内
容にも変革が生じることになった
。 1994年版では
教師の伝達という学習方法のために
，学習内容が
歴史の概観を掴む歴史的知識であった
。 2006年版
になると
，子どもの探求という学習方法のために
学習内容は歴史解釈となった
。資史料や複数の歴
史解釈の吟味
・検証を経て歴史解釈は形成される
ために
，歴史学において論争され，複数の歴史解
釈が対立するテ
マーが適切な学習内容として選択
される
。例えば，小単元匚村から世界帝国へ｣は，
ロ
マーの拡大理由についての歴史解釈が学習内容
であるが
，このテーマはローマ史研究の中心的論
争テ
マーである。小単元匚ローマは1日にしてな
らず｣(13)は
，匚なぜローマが建国されたのか｣，
小単元匚アウグストゥスの時代｣(14)は
，匚なぜア
ウグストゥスが皇帝権力を確立できたか｣
，小単
元｢‾キリスト教は国家宗教である｣(15)は
，匚なぜ
キリスト教が国家宗教となりえたか｣
，小単元
匚ローマ帝国は没落する｣(16)では，匚なぜローマ
帝国が滅亡したのか｣という論争テ
マーを探求す
る構成となっている
。もちろん，全小単元が論争
テ
マーで構成されているわけではないが，その場
合でも歴史事象を解釈した形で提示することは可
能であり
，全小単元の学習内容は歴史解釈して
示されている
。これらの学習内容は通史的構成の
ままで学習していくことに何ら支障はないため
，
通史的構成はそのまま継承されている
。
2006年版の歴史学習は
，＜通史的構成＞のまま
で
，＜資史料と課題を学習の中心に置くことで可
能となった探求学習＞を通してく歴史解釈を発展
させる＞という３つの原理により成立した歴史学
習である
。歴史学習方法を変革し，それを中核
とすることで
，学習内容を変革し，知識伝達にと
どまるという歴史学習の課題を克服しようとして
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いる。
4｡2006年版の歴史学習の意義
それでは, 2006年版の歴史学習はドイツの伝統
的な歴史学習を克服しうるだけの変革を果たした
意義のある歴史学習といえるのであろうか
。これ
までの分析を踏まえて, 2006年版の歴史学習の変
革をさらに検証することでこの問いを解明したい
。
１点目の変革は，＜歴史学研究の伝達から探求
＞への変革である
。この変革が2006年版の変革の
核心であることは前述の通りであるO　1章で示し
たドイツの伝統的な歴史学習の特徴である②歴史
の概観
，③知識の伝達にとどまるという２点の課
題を克服するために
，子ども主体の歴史を探求す
る歴史学習になったのである。これは，学習方法レベルでの変革といえる。
２点目の変革は
，＜技能的能力重視＞への変革
である
。これは１点目の変革と関連した変革であ
る
。 2006年版は歴史教科書が歴史授業において果
たす役割を大きく変えている
。伝統的な歴史教科
書は
，歴史授業における学習内容そのものであっ
たが, 2006年版になると
，歴史教科書は子どもが
探求するための学習方法を提示する学習手段となっ
た
。その ， 内容の獲得による認知的能力
のみならず
，子どもが自ら資史料を収集・選択し，
吟味
・検証するといった学習方法に関する技能的
能力も育成することがめざされるようになった
。
2006年版は学習内容
・学習方法に関わる多岐にわ
たる能力を育成する歴史教科書となったのである
。
これは
，歴史教科書レベルでの変革といえる。
３点目の変革は
，くどの教師が行っても，同レ
ベルの歴史授業の実施可能性を保証する歴史学習
＞への変革である
。　２章で示した1994年版と2006
年版の学習展開を比較するとこれが了解できよう
。
1994年版では
，読み物的構成のために学習展開に
関して明確な指示はなく
，ローマの拡大過程をど
のように伝達するかは個々の教師の裁量に任され
ていた
。それに対し, 2006年版になると学習展開
を構成する課題と資史料がすべて教科書に示され
，
教科書に沿って子どもに探求させれば
，誰が教師
であっても同様の歴史授業を行うことが可能になっている。個々の教師の裁量に任せた歴史学習から，
どのような教師であっても同様の学習展開で
，一
定レベルの能力の育成を可能にする歴史授業となったのである。これは，歴史授業レベルでの変革と
いえる。
以上から, 2006年版は学習方法・歴史教科書・
歴史授業の３つのレベルによりドイツの伝統的な
歴史学習を変革しているといえるＯこの変革によ
り厂教科書内容に限定された歴史学研究の成果の
伝達から
，教科書の枠組みを越えた子どもの主体
的な探求により歴史学研究の成果をさらに発展さ
せ
，子どもが獲得する学習内容の質的向上ととも
に
，どのギムナジウムにおいても同様な学習が行
われることで
，ギムナジウムの歴史学習全体の質
的向上も可能となっている
。 2006年版は，これま
で歴史学習の変革が叫ばれながらも
，歴史学習の
現状を変えるには至らなかったギムナジウムの歴
史学習のあり方を変革する可能性を備えており
，
新しい歴史学習のスタートラインとしての大きな意義を持っているといえよう。
５。結語
それでは
，最後に2006年版の歴史学習の成果と
限界を総括する
。 2006年版の歴史学習は，通史的
構成という枠組みは堅持しながらも
，知識伝達型
から探求による歴史解釈形成型へと歴史学習を変
革させている
。しかも単に歴史解釈を形成するだ
けではなく
，資史料や歴史解釈の吟味・検証によ
り歴史解釈を段階的に発展させる
，いわば解釈発
展学習という新しい歴史学習の形態をとっている
。
この解釈発展学習は
，教科書内でその学習展開の
全てが示されており
，どの教師でも実施可能であ
る
。　ドイツの歴史学習の変革は，日本のように特
定の高度な歴史教育理論の導入による変革ではな
く
，現場の教師がだれでも実施でき歴史学習の
変革として示されたのである
。これまでもドイツ
では歴史学習の変革に向けて
，様々な試みがなさ
れてきたが
，実質的学校教育現場での歴史授業
が変わることはなかった
。学習方法・歴史教科書・
歴史授業の３つのレベルでの変革こそが学校教育
現場の歴史授業の変革をもたらす重要な条件とい
えるのではなかろうか
。この３つのレベルでの変
革をもたらした2006年版の歴史学習は，伝統的な
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枠組みを越える新しい歴史学習の可能性が開いた
という点で大きな成果といえる。
しかし
，一方でその歴史学習の限界も指摘され
る
。伝統的な歴史学習で重視されてきた１章で挙
げた④現在の歴史的起源や根拠などの認識は2006
年版の歴史学習の射程に入っていない
。これは，
2006年版の歴史学習が
，歴史学研究としての歴史
学習の枠組み内での変革であったことに起因する
。
歴史学研究としての歴史学習とは
，歴史と現在と
の関連を考慮せず
， をあくまでも過去の歴史
として学ぶものである
。歴史を現在と結びつける
という④を射程に入れた歴史学習を想定すると
，
また異なった歴史学習の変革も考えられる
。そう
した歴史学習は
，歴史学研究として歴史学習の枠
組みを越えた異なった歴史学習であり
，ギムナジ
ウム以外の別の校種（例えば
，ハウプトシューレ
やゲザムトシュ
レーなど）の歴史学習からその可
能肚を見出すことができる
。例えば，ゲザムトシュー
レで行われる地歴公を統合したゲゼルシャフツレ
ー
レにおいて歴史学習の果たす意義は全く異なった
ものになろう
。そこで，別校種での歴史学習の分
析から異なる歴史学習の変革可能性を考察することが今後の課題である。
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